
                                  

                                  

                    

式
前
に
、
以
下
の
表
彰
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
各
分

野
で
の
活
躍
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ま
す
ま

す
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。 

 

青
少
年
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル 

県
優
良
賞 

萩
村 

紗
蘭
（
三
年
） 

市
優
秀
賞 

豊
田 

美
空
（
二
年
）・
辻 

侑
玖
（
一
年
） 

 

県
社
会
科
教
育
研
究
会
作
品
展 

 

県
教
育
委
員
会
賞 

豊
田 

美
空
（
二
年
） 

 
 三

泗
小
中
学
校
社
会
科
作
品
展 

 

出
展 

 

深
草 

央
助
・
森 

新
・
森 

瑞
稀
（
二
年
） 

辻 

侑
玖
・
石
川 

莉
子
（
一
年
） 

 
 三

泗
小
中
学
校
科
学
展
・
課
題
研
究
の
部 

 

出
展 

 

高
橋 

明
日
香
・
小
林 

里
彩
子
・
須
藤 

碧
海(

二
年) 

 
 
 
 
 

辻 

侑
玖
・
有
竹 

茜
里
・
森 

虹
心
（
一
年
） 

 

三
泗
小
中
学
校
科
学
展
・
自
由
研
究
の
部 

出
展 
 

清
水 

美
沙
・
辻 

侑
玖 

石
川 

莉
子
・
原 

悠
真
（
一
年
） 

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
鈴
亀
地
区
中
学
校
新
人
大
会 

 
優
勝 

大
畑
義
人
（
二
年
） 
 

人
権
標
語
コ
ン
ク
ー
ル 

優
秀
賞 
樋
口 

悠
愛
・
中
川 

穂
乃
香
（
三
年
） 

中
川 

滉
月
・
山
田 

ひ
よ
り
（
二
年
） 

清
水 
美
沙
・
豊
住 

日
菜
（
一
年
） 

佳
作   

矢
田 
珠
里
亜
・
中
村 

心
寧(

三
年) 

石
川 

由
梛
・
石
垣 

慶
次
（
二
年
） 

早
川 

月
彩
・
岡
山 

夢
叶 (

一
年) 

 

人
権
ポ
ス
タ
ー 

入
選 

 

石
川 

由
椰.

高
橋
明
日
香
・
森
瑞
稀
（
二
年
） 

 

三
重
県
中
学
生
Ｒ
Ｗ
Ｃ
テ
ニ
ス
大
会 

準
優
勝 

石
川 

由
梛
・
大
川 

穂
花
・
尾
﨑 

琳
央 

 

日
下
部 

和
加
・
山
田 

ひ
よ
り
・
須
藤 

碧
海 

 

永
山 

璃
音
・
森 

優
羽
（
二
年
） 

 

中
学
生
の
税
の
作
文 

 

佳
作 

樋
口 

悠
愛
（
三
年
） 

 防
災
・
防
火
標
語 

優
秀
賞 

清
水 

湧
功
・
矢
田 

楓
真
（
三
年
）・
永
山 

璃
音 

・
山
下 

紋
委
（
二
年
）・
清
水 

美
沙
・
細
川 

花
（
一
年
） 

佳
作 

 

森 

虹
晴
（
三
年
）・
森 

優
羽
（
二
年
）・
古
市 

流
雅
（
一
年
） 

題
字
は
、
校
歌
（
玄
関
掲
額
）
よ
り 

伝
統
や
ル
ー
ツ
を
辿
っ
て 

三
年
生
音
楽
で
は
、
ロ
ッ
ク
や
ジ
ャ
ズ
な
ど
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
音
楽
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
教
科
書
に
は
ビ
ー

ト
ル
ズ
や
ク
イ
ー
ン
な
ど
が
、
も
は
や
古
典
の
よ
う
に

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
聴
い
て
い
る
で
あ
ろ
う

J-POP

や
最
新
の
洋
楽
の
ル
ー
ツ
を
知
り
、
そ
の
魅
力

が
一
層
増
す
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

二
年
生
美
術
は
、
寄
木
細
工
が
仕
上
げ
の
段
階
の
よ

う
で
す
。
木
の
凸
凹
を
ベ
ル
ト
サ
ン
ダ
ー
や
サ
ン
ド
ペ

ー
パ
ー
を
使
っ
て
研
磨
す
る
と
と
も
に
隙
間
や
穴
を

木
く
ず
と
ボ
ン
ド
で
埋
め
る
な
ど
、
古
来
の
伝
統
を
引

き
継
ぐ
職
人
さ
な
が
ら
に
、
心
を
込
め
て
細
か
な
作
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

一
年
生
社
会
は
、
奈
良
時
代
の
文
化
を
学
び
ま
し

た
。
聖
武
天
皇
が
大
仏
を
建
立
し
た
目
的
が
個
人
の
供

養
で
は
な
く
、
国
家
の
鎮
護
で
あ
っ
た
こ
と
を
東
大
寺

に
墓
が
な
い
こ
と
に
着
目
し
て
読
み
解
い
て
い
き
ま

し
た
。
ま
た
、
地
形
図
を
使
っ
て
、
伊
勢
国
分
寺
跡
の

位
置
も
確
か
め
ま
し
た
。 

 

三
者
懇
談
へ
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
目
当
て

が
共
有
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
前
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
生
徒
会
の
「
ピ

ン
ク
シ
ャ
ツ
運
動
」
で
、
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
が
「
い
じ
め

反
対
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
、

「
い
じ
め
は
受
け
て
い
る
本
人
の
問
題
」
の
よ
う
に
、

つ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
他
者
の
立
場
に
立
ち
切
る
こ
と

の
大
切
さ
に
触
れ
た
も
の
も
見
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
た
、「
一
人
一
人
に
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」「
一
言

で
も
気
持
ち
は
伝
わ
る
」
な
ど
、
肯
定
的
な
見
方
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
人
と
人
と
の
絆
の
価
値
に
言
及

し
た
も
の
も
見
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
う
し
た
取
組
を
通
し
て
、
学
校
全
体
に 

「
い
じ
め
を
し
て
い
い
空
気
を
つ
く
ら
な
い
」 

と
い
う
反
差
別
的
な
風
土
を
醸
成
し
て
い
く 

こ
と
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

👆学校 HP http://www.yokkaichi.ed.jp/~seiryo/cms2/htdocs/ 

仁木や 

新
た
な
ス
タ
ー
ト
へ
向
け
て
今
を
生
き
る 

「
学
校
日
誌
」
か
ら 

本
日
、
二
学
期
の
終
業
式
を
迎
え
ま
し
た
。
三
学
期

は
、「
一
月
往
ぬ
る 

二
月
逃
げ
る 

三
月
去
る
」
の
言
葉

の
と
お
り
、
何
か
と
慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
く
学
期
と

な
り
ま
す
。
二
学
期
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、

新
年
度
へ
向
け
て
の
助
走
が
始
め
ら
れ
る
よ
う
、
目
標

を
新
た
に
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
終
業
式
の
後
、
登
下
校
の
交
通
安
全
に
係
る

地
区
集
会
等
の
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
本
年
度
も
、
本

校
は
交
通
安
全
協
会
か
ら
表
彰
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
が
、
自
転
車
の
乗
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
地
域
の

方
か
ら
ご
指
摘
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

例
え
ば
、
並
走
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
や
歩
行
者
の
方

へ
の
迷
惑
や
急
な
飛
び
出
し
で
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
の
場
面

が
あ
っ
た
こ
と
も
皆
無
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今
回
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー

目
線
か
ら
自
転
車
の
存
在
を
映
し
た
映
像
を
視
聴
し
、

自
ら
を
客
観
視
し
た
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
続
い

て
、
地
区
別
で
の
通
学
路
の
再
確
認
と
と
も
に
、
次
の

点
を
中
心
に
、
再
度
、
安
全
指
導
を
行
い
ま
し
た
。 

ご
家
庭
で
も
、
通
学
状
況
に
つ
い
て
話
題
に
し
て
い

た
だ
き
、
冬
休
み
中
も
安
全
に
過
ご
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
。
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。 

 

○
縁
石
や
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
で
「
歩
車
分
離
さ
れ
た
歩
道
」

が
あ
る
場
合
、
歩
道
を
走
行
す
る
。
た
だ
し
、
歩
行
者
を

優
先
し
、
自
転
車
は
歩
道
内
の
車
道
側
を
走
行
す
る
。 

○
「
路
側
帯
」
し
か
な
い
場
合
、
道
路
左
側
の
路
側
帯
の
内

側
を
１
列
で
走
行
す
る
。
路
側
帯
も
な
い
道
路
に
お
い
て

も
、
通
行
す
る
車
に
気
を
つ
け
左
側
を
通
行
を
守
る
。 令和５年 

12 月 22 日（金） 

 

http://www.yokkaichi.ed.jp/~seiryo/cms2/htdocs/

